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1. 巷で言われているIPランドスケープ とは

知財分析を経営の中枢に
「IPランドスケープ」注目集まる M&A戦略に生かす

2017/7/17付 日本経済新聞 朝刊

企業が抱える知的財産を分析し、経営戦略に活かす
「IPランドスケープ」と呼ばれる手法が注目され始めた。

これまでも研究開発や製品差別化を支援する「特許調
査」は多く使われてきたが、IPランドスケープは生き残り
をかけた経営判断やM&A（合併・買収）に貢献する。先
進企業の取り組みを追った。

（編集委員 渋谷高弘）
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1. 巷で言われているIPランドスケープ とは

「IPランドスケープ（Intellectual Property Landscape
＝知財に関する環境と見通し）とは、

近年、急速に欧米企業が使い始めた知財分析の手法と、
同手法を生かした知財重視の経営戦略のこと」

「近年、急速に」という部分は正確ではなく、従来から多
くの企業や専門家の間で使われていた考え方で、近年、
IPランドスケープという名称が急速に認知されてきた。

しかし、近年、事業環境の複雑化が加速し、特許などの
独占排他権によって１社単独で特定のビジネスを成立さ
せることが難しくなってきている。

（参考： 小林誠，「知財戦略とIPランドスケープ」IPジャーナル３号，2017年12月）
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1. 巷で言われているIPランドスケープ とは

出典：「知財人材スキル標準 version 2.0」；特許庁，2017.4.11
https://www.jpo.go.jp/sesaku/kigyo_chizai/chizai_skill_ver_2_0.htm 4
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1. 巷で言われているIPランドスケープ とは
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1. 巷で言われているIPランドスケープ とは
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階層によって、
見える景色が
少しずつ違う

IPランドスケープ＝景色

マクロ＝鳥の目

マクロ
＋
ミクロ

ミクロ＝蟻の目



1. 巷で言われているIPランドスケープ とは
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1. 巷で言われているIPランドスケープ とは

経営戦略における三位一体

8

出典：「企業における知的財産戦略」；特許庁，2004年
www.jpo.go.jp/shiryou/toushin/nenji/...pdf/.../3-1-2.pdf

小泉政権による
知財立国



1. 巷で言われているIPランドスケープ とは
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出典：「戦略的な知的財産管理に向けて」；特許庁，2007年
www.jpo.go.jp/torikumi/hiroba/pdf/chiteki.../01.pdf



1. 巷で言われているIPランドスケープ とは

〔広義〕 IPランドスケープ＝知財経営
＝経営課題を共有した、事業、研究開発、知財の
三位一体による取り組み

〔狭義〕戦略提言に資する高度な情報収集と分析
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経営戦略策定

技術戦略 マーケティング戦略

知財戦略

出所：三井物産戦略研究所 技術・イノベーション情報部
室長 弁理士 シニア知的財産アナリスト 山内明氏

クロスオーバーが重要

共通の経営課題に
向かって全社一丸



1. 巷で言われているIPランドスケープ とは
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経営戦略策定

技術
戦略

マーケティ
ング戦略

知財戦略

どのレベルからも
全体を見渡す...

共通の
経営課題



一般的なマーケティング

12

マーケティングとは、
既存市場の維持
既存市場の拡大 のための活動
新規市場の創造

「マーケティング」のことは
具体的にはよく知らない！！



一般的なマーケティング

R STP 4P

Research 
(市場調査)

Segmentation (分類)

Targeting (選択・集中)

Positioning (差別化)

Product (製品戦略)

Price (価格戦略)

Place (流通戦略)

Promotion (販促)

Segmentation：地理的変数、人的変数等によって分類
Targeting：市場規模、成長性、収益性／自社整合性
Positioning：製品の機能、デザイン、イメージで差別化
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特許権＋意匠権＋商標権

意匠権＋商標権特許調査・特許マップ

マーケティングと知財

R STP 4P

Research 
(市場調査)

Segmentation (分類)

Targeting (選択・集中)

Place (流通戦略)

Promotion (販促)
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Positioning (差別化) Product (製品戦略)

Price (価格戦略)



目標
設定

現状分析 戦略策定
実現性
検討

戦略
実行

顧客
(Customer)

競合
(Competitor)

自社
(Company)

3C分析

内部
環境

外部
環境

要因 要因

強み
(Strength)

弱み
(Weakness)

機会
(Opportunity)

脅威
(Threat)

+ -

SWOT分析

15

経営戦略の策定～実行のプロセス



特許ポートフォリオ

知財分析の果たす役割

競合
(Competitor)

自社
(Company)

知財での3C分析

16

競合
(Competitor)

要素技術

上流 Seeds

下流 Needs

3C

自社の
強み/弱み

現Needs
減退傾向

新たなNeeds

新技術による
ブレイクスルー

顧客
(Customer)

3C



2. IPランドスケープの成功事例
ナブテスコがオバロ社（独自動車部品メーカー）の
全株式を約１００億円で取得
知財部を含む技術本部が主導して実現したM&A

自動運転技術について、「日本の自動車メーカーにとっ
て米グーグルが最大の脅威」 2015年春 三井物産戦
略研究所 山内明知的財産室室長が予言
自動運転者の特許の量だけでなく質も解析

当時、グーグルは、数ではトヨタ、ホンダに劣っていた
が、質では優位に立っていることを見出していた。

2017/7/17付 日本経済新聞 朝刊の続き
（編集委員 渋谷高弘氏）
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2. 成功事例

ナブテスコの知財経営戦略

18〔出典：IPジャーナル３号, 同社知的財産部長菊地修氏, 2017/12〕

施策（戦術）

経営戦略

ビジョン

基本理念

独創的なモーションコントロー
ル技術で、移動・生活空間に安
全・安心・快適を提供する

輸送、産業、生活、環境の各
事業分野において、グローバ
ル市場に最先端技術と信頼性
の高い製品を提供し、世界中
の人々の暮らしと社会基盤を
支える。



2. 成功事例 ナブテスコの知財経営戦略

19〔出典：IPジャーナル３号,菊地修氏, 2017/12;  ナブテスコ社HP〕
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2. 成功事例 ナブテスコの知財経営戦略
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注：〔出典＝IPジャーナル３号, 同社知的財産部長菊地修氏, 2017/12＋同社HP〕＋講師解釈を含む



2. 成功事例
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ナブテスコの知財経営戦略

経営者型 経営コンサル型 特許事務所型

企業の持続的成長と

企業価値向上を目的

とし、現在の事業環境

とそれを牽引する知

財環境を把握、経営

課題の分析、その解

決策を知財戦略面か

ら提案

各カンパニーの

現在のコア価値を把

握、知財武装状況を

分析、知財戦略の策

定実行

未来のコア価値の獲

得・強化のための各

種手法のコンサルティ

ングと実践

未来のコア価値の創

造のため、技術マー

ケティング結果を活用、

創造ターゲットの提示、

出願線戦略の実践

＝基本特許の獲得

＋知財網の構築

知的財産部による知財戦略活動

注：〔出典＝IPジャーナル３号, 同社知的財産部長菊地修氏, 2017/12〕＋講師解釈を含む



2. 成功事例
ナブテスコがオバロ社（独自動車部品メーカー）の
全株式を約１００億円で取得
知財部を含む技術本部が主導して実現したM&A

（2017/7/17付 日本経済新聞 朝刊）
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ナブテスコの知財経営戦略

「経営者型」の知財戦略活動の成功例
経営課題：電子技術やモータ・アクチュエーター等に関する

技術や人財を獲得・強化すること

技術マーケティング活動：M&A候補、事業連携候補各社の

技術開発動向、共同研究の関係、

主力技術とその特許網構築状況等を分析

注：〔出典＝IPジャーナル３号, 同社知的財産部長菊地修氏, 2017/12〕＋講師解釈を含む



2. 成功事例
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ナブテスコのIPランドスケープ活動

製品市場の特定
調査市場の設定

「事業創造テーマ」

顧客ニーズ、技術
動向との整合性

事業テーマ検証
新テーマ探索

アライアンス
M&A

候補探索

新事業テーマ
顧客・用途分析特許出願分野・

創造テーマ探索

顧客ニーズ

技術トレンド

プレイヤ

新市場探索

グローバルの特許出願を、
システム的に一括処理、
顧客ニーズ、技術課題、プレイ
ヤ等を分析・データベース化

注：〔出典＝IPジャーナル３号, 同社知的財産部長菊地修氏, 2017/12〕＋講師解釈を含む



2. 成功事例

24

ナブテスコのIPランドスケープ活動

注：〔出典＝IPジャーナル３号, 同社知的財産部長菊地修氏, 2017/12〕＋講師解釈を含む

顧客ニーズ分析 技術課題分析 プレイヤ分析

新市場探索

特許出願の目的・効
果から、ニーズや課題
に関する用語を抽出

特許出願のクレーム・
実施例で使われた
技術用語の抽出、

特許データベース 特許データベース

マクロマップ マクロマップ

詳細分析 詳細分析

カテゴライズ
用語間の近接状況
用語の出現頻度

ランドスケープマップ
（W/W出願分布）

顧客、競合の技術や
製品を出願経緯から
洞察

各出願人ごとの、技
術分野、目的・用途、
構成・機能

特許データベース

マトリックスマップ

キーマン探索

マップを俯瞰

コア価値を活用
し得る新事業
テーマを探索



目標
設定

現状分析 戦略策定
実現性
検討

戦略
実行

顧客
(Customer)

競合
(Competitor)

自社
(Company)

3C分析

内部
環境

外部
環境

要因 要因

強み
(Strength)

弱み
(Weakness)

機会
(Opportunity)

脅威
(Threat)

+ -

SWOT分析
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3. 経営戦略策定のための知財情報の活用



3. 知財情報の活用

26

IPランドスケープ＝景色

マクロ＝鳥の目

マクロ
＋
ミクロ

ミクロ＝蟻の目

傾向を表すマップ
ex.:  出願件数の年次推移

内容に踏み
込んだマップ

ex.:  課題vs.解決手段

価値、重要度を
推定できるマップ

ex.:  外国出願件数



知財関連係争
・ 訴訟
・ 行政処分

3. 特許マップの種類
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マクロ＝鳥の目

ミクロ＝蟻の目

出願件数企業別ランキング

出願件数の年次推移
・ 企業別推移
・ 企業の注力技術分野
・ 外国出願件数
・ 審査請求率
・ 発明者人口

特許の価値を測る指標
・ 被引用件数

出願人がどの程度
重要視しているか？

発明の基本性の
客観的評価

内容の分析
・ 課題×解決手段
・ 発明者の専門性
（過去の出願履歴）

共同出願関係図

権利の譲渡履歴



3. 特許マップの活用
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マクロ＝鳥の目

ミクロ＝蟻の目

出願件数企業別ランキング

出願件数の年次推移
・ 企業別推移
・ 企業の注力技術分野
・ 外国出願件数
・ 審査請求率
・ 発明者人口

特許の価値を測る指標
・ 被引用件数

内容の分析
・ 課題×解決手段
・ 発明者の専門性
（過去の出願履歴）

知財関連係争
・ 訴訟
・ 行政処分

共同出願関係図

権利の譲渡履歴

サイテーション法

新規応用先探索

コア技術

選択・集中戦略

競合分析
脅威の発見



目標 現状分析 戦略策定 検討 実行

内部
環境

外部
環境

要因 要因

強み
(Strength)

弱み
(Weakness)

機会
(Opportunity)

脅威
(Threat)

+ -

SWOT分析
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3. 経営戦略策定のための知財情報の活用

出願件数企業別ランキング

出願件数の年次推移
・ 企業別推移
・ 企業の注力技術分野
・ 外国出願件数
・ 審査請求率
・ 発明者人口

特許の価値を測る指標
・ 被引用件数

内容の分析
・ 課題×解決手段
・ 発明者の専門性
（過去の出願履歴）

知財関連係争
・ 訴訟
・ 行政処分

共同出願関係

権利譲渡履歴

サイテーション法

新規事業開発
新規顧客開拓

提携・M&A



3. 特許マップの活用
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知財関連係争
・ 訴訟
・ 行政処分

マクロ＝鳥の目

ミクロ＝蟻の目

出願件数企業別ランキング

出願件数の年次推移
・ 企業別推移
・ 企業の注力技術分野
・ 外国出願件数
・ 審査請求率
・ 発明者人口

特許の価値を測る指標
・ 被引用件数

出願人がどの程度
重要視しているか？

内容の分析
・ 課題×解決手段
・ 発明者の専門性
（過去の出願履歴）

共同出願関係図

権利の譲渡履歴



3. 経営戦略の策定への特許マップの活用
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知財関連係争
・ 訴訟
・ 行政処分

マクロ＝鳥の目

ミクロ＝蟻の目

出願件数企業別ランキング

出願件数の年次推移
・ 企業別推移
・ 企業の注力技術分野
・ 外国出願件数
・ 審査請求率
・ 発明者人口

特許の価値を測る指標
・ 被引用件数

出願人がどの程度
重要視しているか？

発明の基本性の
客観的評価

内容の分析
・ 課題×解決手段
・ 発明者の専門性
（過去の出願履歴）

共同出願関係図

権利の譲渡履歴



3. 特許マップの活用
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サイテーション法

Ａ＊Ｂ

Ａ＊Ｂ’

Ａ＊Ｂ＊Ｃ拒絶

拒絶

補正

登録

拒絶
確定引用

引用

被引用

始点特許

関連特許群



子引用 孫引用

3. 特許マップの活用
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サイテーション法

自社特許

自社技術の応用先候補 転用先候補

新規顧客候補 新製品・新規事業候補



子引用 孫引用

3. 特許マップの活用

34

サイテーション法

子and/or孫
引用特許の集合

IPCのランキング

元特許と同じIPCは除く

ランク上位の特許から
順に読んでいく子、孫引用が現れるまで、

ずいぶん年数がかかる......



3. 特許マップの活用

35

サイテーション法

自社特許

特許集合
IPCのランキング

元特許と同じIPCは除く

ランク上位の特許から
順に読んでいく

代替策

自社特許の審査
で引用された特許、

その特許が引用さ
れた特許

変形例
同じIPCから「競合」を

洗い出す

変形例
日本特許なら

FI, Fタームを使う



4. IPランドスケープの実践

36

経営戦略策定

技術戦略 マーケティング戦略

知財戦略

クロスオーバーが重要

共通の経営課題
に向かって全社一丸
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37

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

事
業
・研
究
開
発

経営

知
財

提案
問題提起

提案
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［発明提案］
提携先探索
新規事業

提案
問題提起

ブランド戦略
新規事業探索

技術ブランディング
技術・業務・資本提携
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技術・業務・資本提携

知財部門発の
提案・問題提起

事業部提案の知
財面での裏付け マーケティングと

の間の相互理解



4. IPランドスケープの実践
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階層によって、
見える景色が
少しずつ違う

IPランドスケープ＝景色

マクロ＝鳥の目

マクロ
＋
ミクロ

ミクロ＝蟻の目

出典：「知財人材スキル標準 version 2.0」；特許庁，2017.4.11
https://www.jpo.go.jp/sesaku/kigyo_chizai/chizai_skill_ver_2_0.htm

自分は何ができ
るかを考えて
実践する！

https://www.jpo.go.jp/sesaku/kigyo_chizai/chizai_skill_ver_2_0.htm


5．ちょっとやってみました 特許事務所で
何ができるか？

自動運転

発行日 見出し 主要企業
2018/5/17 ソフトバンク系 自動運転ＥＶバス実証実験 ソフトバンク
2018/5/17 圧倒的なウーバー「空飛ぶ車」構想、日本勢に決断迫る ウーバー
2018/5/9 トヨタ、米ミシガン州に自動運転用試験場を新設 トヨタ
2018/5/9 ＧＭ無人運転 主要機能欠けても走り続ける「冗長性」 GM
2018/5/8 打倒グーグル最右翼 ＧＭ無人運転車の実力 GM

2018/5/7 最新の自動運転 福岡で ８日からフォーラム
2018/4/27 20歳のホンダ中国で大勝負、電動車20車種超投入へ ホンダ
2018/4/17 国内の次世代移動サービス 孫社長などが覇者狙う ソフトバンク
2018/4/12 日野自の下社長「課題解決、トヨタ傘下だけでは難しい」 日野
2018/4/11 米キャタピラーの無人ダンプトラック、８鉱山200台へ キャタピラー
2018/3/30 デンソー、イスラエルで自動運転やＡＩなどの研究開発 デンソー
2018/3/30 パナソニック、ＥＶや自動運転で「家電の強み生かす」 パナソニック
2018/3/28 自動運転の研究所、明治大が設立 法制度や技術テーマに 明治大学
2018/3/28 ウーバーの自動運転実験、アリゾナ州が許可取り消し ウーバー
2018/3/28 人と同じく自動運転車にも免許制度を、弁護士が提言
2018/3/28 エヌビディア、自動運転試験を一時中止 エヌビディア
2018/3/28 米ウェイモ、英ジャガーと提携 無人タクシー２万台調達 ウェイモ
2018/3/26 ゼロ・サム、インドで自動運転支援の実証実験 ゼロ・サム
2018/3/23 日産ＥＶ「リーフ」実車試験、最高速度を測定してみた 日産
2018/3/21 トヨタ、米の自動運転実験を中断 乗務員の心情に配慮 トヨタ

日経電子版で「自動運転」で検索（234本@2018.5.22） ～PEST分析用データ収集～

40



5．ちょっとやってみました
自動運転
日経電子版で「自動運転」で検索 ～PEST分析用データ収集～
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• 自動車メーカー以外が
登場する記事が多い

• 上流～下流の1次元で
はなく横方向も

⇒ 合従連衡が必須



5．ちょっとやってみました
自動運転
日経電子版で「自動運転」で検索 ～PEST分析用データ収集～
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自動車メーカー

システム運用

電装品
部品

部品以外の要素技術

交通系以外への
応用

上流

下流

トヨタ
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Softbank
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パナ

GM

日産
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ホンダ

Google
Waymo

デンソー

Tesla
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NVIDEA
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Ford
クボタ

Here Tom Tom

ゼンリン

ヤマト運輸

Bosch

Continental



5．ちょっとやってみました
自動運転

「autonomous [vehicle･･･traffic]でUS特許検索(30536件) ～特許での主要プレイヤーは？～
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Ford, Googleの
注力ぶり

トヨタはリーマン
ショックで息切れ
その後、出遅れ

VWは???
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C 2018 AQ-patent Office

5．ちょっとやってみました

Toyota
(JP)

1025

1117
(12.3%)

Ford
(US)
809

Honda
(JP)
656

GM
(US)
614

230

587

989
(17.4%)

612
(8.6%)

663
(9.3%)

232

Google (US)
428

Toyota
特許

Ford特許で引用
されたToyota特許

Ford以外は、Google
特許を引用する方が多い
⇒ Googleが先行!?
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被引用件数分析
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自動運転

46

0

50

100

150

200

250

300

350

400

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

被
引
用
出
願
数

最先の優先日

Google Inc. (US8660734)

Google Inc. (US9302770)

Microsoft (US9128281)

X Development LLC

(US9783297)

CAR        DRONE

Googleが
取得済

「autonomous [vehicle･･･traffic]でUS特許検索(30536件) ～特許での主要プレイヤーは？～

自動車からドローンへ
5．ちょっとやってみました



自動運転
X Development LLC (US9783297)とはどんな会社？ ～特許での主要プレイヤーは？～

５．IPランドスケープの実践

X（エックス、旧:Google X, Google X Lab）とは[1]、Googleの機密施設によって、次世代技術の開発を担うプロジェクトである。現在はAlphabetの子会社。Xの拠
点は2箇所あり、ひとつはカリフォルニア州マウンテンビューに位置するGoogle本社の内部と[2][3]、もう一つはサンフランシスコ・ベイエリアのどこかであり、正
確な場所は公表されていない。研究所の最高責任者は、Googleの共同創設者の一人、セルゲイ・ブリンが担当している[4][5]。セルゲイ・ブリンは、拡張現実
メガネとの対話、自動運転車、音声認識など、およそ100種にも及ぶ未来的なアイデアに取り組んだ。
［出典：ウィキペディア］ 47

https://ja.wikipedia.org/wiki/X_(%E4%BC%81%E6%A5%AD)#cite_note-1
https://ja.wikipedia.org/wiki/Google
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A9%9F%E5%AF%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%AB%E3%83%8B%E3%82%A2%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%B3%E3%83%93%E3%83%A5%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/X_(%E4%BC%81%E6%A5%AD)#cite_note-2
https://ja.wikipedia.org/wiki/X_(%E4%BC%81%E6%A5%AD)#cite_note-3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%BB%E3%83%99%E3%82%A4%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%83%AB%E3%82%B2%E3%82%A4%E3%83%BB%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/X_(%E4%BC%81%E6%A5%AD)#cite_note-4
https://ja.wikipedia.org/wiki/X_(%E4%BC%81%E6%A5%AD)#cite_note-5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8B%A1%E5%BC%B5%E7%8F%BE%E5%AE%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%AC%E3%83%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%9C%E3%83%83%E3%83%88%E3%82%AB%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9F%B3%E5%A3%B0%E8%AA%8D%E8%AD%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AA%E6%9D%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%87%E3%82%A2


５．IPランドスケープの実践
特許事務所で
何ができるか？

自社のポジションをマッピング

同じ検索式での検索を時間を
おいて再実行 ⇒ 差分を観察

注目他社をマッピング

（１） 特許マップの作成
～自己のコアコンピタンスの把握～

（２） SDIの活用

（３） 日常的な特許検索

（４） 特許マップのメンテナンス
～新しいニーズやブレイクスルーの予見～

（５） 経営戦略への貢献 周辺情報を収集

マーケティング事業・研究開発

経営

知財
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